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(57)【要約】
　分注アセンブリは、少なくとも２つの容器を有するカ
ートリッジと、アクセサリとを含む。カートリッジ（１
）の締結領域（６）およびアクセサリ（４）の締結領域
（９）は、アクセサリが、捻る動作をせずに差し込むこ
とによってカートリッジに取付け可能で、相互に対して
それを捻ることによって取外し可能であるように構成さ
れる。開発された他の実施形態においては、部品は、位
置合わせ手段として働き、アクセサリがカートリッジに
誤った方向で差し込まれるのを防止するためのコーディ
ング要素を備える。この種のアセンブリは、混合器また
は閉鎖キャップなどのアクセサリを容易に取り付け、お
よび取り外すことを可能にし、安価に生産することがで
きる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの容器を有するカートリッジまたはシリンジと、アクセサリとを含む分
注アセンブリであって、一方では、前記カートリッジまたはシリンジ、他方では、前記ア
クセサリが各締結領域を有し、それにより前記カートリッジ（１，４０，８０）またはシ
リンジの前記締結領域（６，４０Ａ，８１）および前記アクセサリ（４，４６，６１，６
９；３２，５１；９１）の前記締結領域（９，４６Ａ，９２）は、前記アクセサリが捻る
動作をせずに差し込むことによって前記カートリッジまたはシリンジに取付け可能で、相
互に対してそれを捻ることによって取外し可能であるような方法で相補的に構成される分
注アセンブリであって、前記カートリッジ（１；８０）またはシリンジが、それぞれに１
つの出口（７，８；８９，９０）を有する少なくとも２つの容器を備え、前記カートリッ
ジまたはシリンジの前記締結領域が、取付ソケット（１０；８４）上に配置された保持セ
グメント（１１，１２；８５，８６）を有することを特徴とする分注アセンブリ。
【請求項２】
　前記アクセサリ（４，４６，６１，６９；３２，５１）の前記締結領域（９，４６Ａ）
が、前記カートリッジまたはシリンジの前記保持セグメント（１１，１２；８５，８６）
に対応するスナップセグメント（２２，２３；６５，６６，７１，７１，７３；３８，３
９；９８，９９）を有し、前記保持セグメントの前記保持表面（１１Ａ，１２Ａ；８５Ａ
，８６Ａ）の背後でその係合表面（２２Ａ，２３Ａ；６５Ａ，６６Ａ，７１Ａ，７１Ａ，
７３Ａ；３８Ａ，３９Ａ；９８Ａ，９９Ａ）を介して係合するために、前記スナップセグ
メントがその結合部分（１９；３３；９４）内に配置されることを特徴とする、請求項１
に記載の分注アセンブリ。
【請求項３】
　前記保持表面（１１Ａ，１２Ａ）が、前記カートリッジ（１）では前記保持セグメント
（１１，１２）の外面に、前記アクセサリ（２０，３２）では前記スナップセグメント（
２２，２３；６５，６６，７１，７１，７３；３８，３９）の内面の前記係合表面（２２
Ａ，２３Ａ；６５Ａ，６６Ａ，７１Ａ，７１Ａ，７３Ａ；３８Ａ，３９Ａ）に配置される
ことを特徴とする、請求項２に記載の分注アセンブリ。
【請求項４】
　前記保持表面（８５Ａ，８６Ａ）が、前記カートリッジ（８０）では前記保持セグメン
ト（８５，８６）の内面に、前記アクセサリ（９１）では前記スナップセグメント（９８
，９９）の内面の前記係合表面（９８Ａ，９９Ａ）に配置されることを特徴とする、請求
項２に記載の分注アセンブリ。
【請求項５】
　前記カートリッジのインタフェースが、リフトオフ斜面（１３；６３；３５；８７）を
備え、前記アクセサリのインタフェースが、対応するリフトオフ斜面（２１；６４；５３
）またはリフトオフリブ（９７）を備えることを特徴とする、請求項１から４のいずれか
１項に記載の分注アセンブリ。
【請求項６】
　前記リフトオフ斜面（１３；６３；３５）、前記保持セグメント（１１，１２）の前記
保持表面（１１Ａ，１２Ａ）、および前記スナップセグメント（２２，２３；６５，６６
，７１，７１，７３；３８，３９）の前記内面の前記係合表面（２２Ａ，２３Ａ；６５Ａ
，６６Ａ，７１Ａ，７１Ａ，７３Ａ；３８Ａ，３９Ａ）の勾配角度が、１°から３０°、
好ましくは、３°から１０°の範囲内に含まれることを特徴とする、請求項５に記載の分
注アセンブリ。
【請求項７】
　前記保持セグメント（８５，８６）の前記リフトオフ斜面（８７）の前記勾配角度が、
２０°から３５°、好ましくは、２５°から３３°の範囲内に含まれることを特徴とする
、請求項５に記載の分注アセンブリ。
【請求項８】
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　前記保持セグメント（１１，１２）の前記保持表面（１１Ａ，１２Ａ）および前記スナ
ップセグメント（２２，２３，３８，３９）の前記係合表面（２２Ａ，２３Ａ，６５Ａ，
６６Ａ，７１Ａ，７１Ａ，７３Ａ；３８Ａ，３９Ａ）が、前記リフトオフ斜面に実質的に
平行に配置されることを特徴とする、請求項６に記載の分注アセンブリ。
【請求項９】
　前記保持セグメント、スナップセグメント、およびリフトオフ斜面が連続しているか、
またはセグメント化されていることを特徴とする、請求項１から８のいずれか１項に記載
の分注アセンブリ。
【請求項１０】
　前記カートリッジおよび前記アクセサリが、前記部品を相互に位置合わせするための視
覚的コーディング手段（１５；３０；３４；８８，９５）を有することを特徴とする、請
求項１から９のいずれか１項に記載の分注アセンブリ。
【請求項１１】
　前記カートリッジおよび前記アクセサリが、誤った方向での前記カートリッジへの前記
アクセサリの取付け、または不適切なアクセサリの取付けを防止するために、コーディン
グ要素（７，８；２７，２８；３６，３７；１６，１７；２４～２６；４１～４５；４７
～５０；８９，９０；１０１，１０２）を有することを特徴とする、請求項１から１０の
いずれか１項に記載の分注アセンブリ。
【請求項１２】
　前記カートリッジ（１，４０）の前記コーディング要素が、前記取付ソケット（１０）
内に配置されたコーディングセグメント（４１，４２）およびコーディングウェブ（１６
，１７；４３～４５）、および前記アクセサリ（４，４６，６１，６９；５１）上の対応
するコーディングセグメント（２４，２６，４７，４８，５４，５５）および少なくとも
１つのコーディングスロット（２５，４９，５０，５６）を含むことを特徴とする、請求
項１１に記載の分注アセンブリ。
【請求項１３】
　前記カートリッジの前記コーディング要素が、様々な直径の出口（７，８；８９，９０
）を含み、前記アクセサリのそれが、対応する様々な直径の入口（２７，２８；１０１，
１０２）または閉鎖プラグ（３６，３７；５７，５８）を含むことを特徴とする、請求項
１１または１２に記載の分注アセンブリ。
【請求項１４】
　前記アクセサリが、混合器（４，４６，６１，６９，９１）であり、前記スナップセグ
メント（２２，２３；６５，６６，７１，７１，７３；９８，９９）を含む前記混合器の
前記ハウジング（２０，６２，７０，９６）が、その内部（５，１００）の周囲で、また
は少なくとも前記混合器の入口部分（２９Ａ）の周囲でそれぞれ回転可能であることを特
徴とする、請求項１から１３のいずれか１項に記載の分注アセンブリ。
【請求項１５】
　前記アクセサリが、柔軟な閉鎖プラグ（３６，３７）を有する閉鎖キャップ（３２）で
あることを特徴とする、請求項１から１４のいずれか１項に記載の分注アセンブリ。
【請求項１６】
　前記アクセサリが、前記キャップハウジング（５２）に対して回転自在に配置された閉
鎖プラグ（５７，５８）を有する閉鎖キャップ（５１）であることを特徴とする、請求項
１から１４のいずれか１項に記載の分注アセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前文による、少なくとも１つの容器を有するカートリッジまたは
シリンジと、アクセサリとを含む分注アセンブリに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　ＷＯ２００５／０７５３１２Ａｌ号は、分注ノズルおよびキャップを有する１つの容器
を備え、それにより、ノズルの外面に斜面および保持手段が設けられ、キャップの内面に
協働する保持手段が設けられているこのような分注アセンブリを開示している。一実施形
態においては、保持手段はスナップ嵌め手段であり、それによってキャップをノズルにス
ナップ嵌めし、ノズルに対してキャップを捻ることによってそれを係合解除することがで
きる。
【０００３】
　しかし、当技術分野では、分注するために、混合器、二重閉鎖キャップ、分注チップ、
噴霧ノズル、またはアダプタなどの他のアクセサリが接続されている多数のカートリッジ
、二重カートリッジまたはシリンジまたは二重シリンジが周知である。
【０００４】
　一般的に、当技術分野では、二重または複数のカートリッジまたはシリンジのために２
種類の締結手段が周知である。すなわち、一方では、ＥＰ０７３０９１３Ａｌ号に開示さ
れているようなバヨネート式の締結部材、および他方では、ＵＳ５２２８５９９Ａ号に開
示されているようなネジ付きリングを備える締結部材である。これらの締結手段は、締結
部材の製造が比較的困難であるか、または追加の部品が存在する場合に、部材の取付けお
よび取外しが複雑になり得るということが共通している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ＷＯ２００５／０７５３１２Ａｌ号
【特許文献２】ＥＰ０７３０９１３Ａｌ号
【特許文献３】ＵＳ５２２８５９９Ａ号
【発明の概要】
【０００６】
　このような背景から、本発明の目的は、少なくとも２つの容器を有するカートリッジま
たはシリンジを含み、混合器、二重閉鎖キャップ、分注チップ、噴霧ノズル、またはアダ
プタのようなアクセサリが簡単に取付けまたは取外し可能であり、製造費が従来のアセン
ブリより低い分注アセンブリを提供することである。これは、請求項１による分注アセン
ブリによって達成される。
【０００７】
　本発明の他の目的は、アクセサリが適正な方向に確実に取り付けられるか、または不適
切なアクセサリが接続されることが防止される分注アセンブリを提供することである。こ
れは、請求項１１に定義されるような分注アセンブリによって達成される。
【０００８】
　以降、「カートリッジ」という用語は、二重または複数のカートリッジまたは二重また
は複数のシリンジを示すものとする。上述の「二重カートリッジ」という用語では、２部
品の複数のカートリッジまたはシリンジ、並びに同心構成の容器を有する二重カートリッ
ジ、または分離する壁を有する円筒形容器も含まれる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　以降で、例示的実施形態の図を参照しながら、本発明をさらに詳細に説明する。
【００１０】
【図１】混合器が取り付けられた本発明によるカートリッジの第１の例示的実施形態の斜
視図である。
【図２】図１のカートリッジおよび混合器を個別的に示す図である。
【図３】図２のカートリッジおよび混合器の締結領域の拡大詳細図である。
【図４】図２のカートリッジおよび混合器の締結領域の外側部分の拡大詳細図である。
【図５】図４の面Ｖ－Ｖによる縦断面図である。
【図６】図１の面ＶＩ－ＶＩによる断面の拡大詳細図である。
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【図７Ａ】柔軟な閉鎖プラグを有する一体型閉鎖キャップの斜視図である。
【図７Ｂ】回転可能な閉鎖プラグを有する閉鎖キャップの斜視図である。
【図７Ｃ】図７Ｂの面ＶＩＩＣ－ＶＩＩＣによる断面図である。
【図８】カートリッジへの混合器の取付けおよびその取外しの概略シーケンスである。
【図９】図３による例示的実施形態の変形版である。
【図１０】図９による混合器の一実施形態の変形版である。
【図１１】図９による混合器の一実施形態の変形版である。
【図１２】他の例示的実施形態のカートリッジおよび混合器の締結領域の拡大詳細図を示
し、両方の部品で逆転した保持手段である。
【図１３】図６と同様に、図１２の組み立てた部品の断面の拡大詳細図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１および図２は、２つの容器２および３を有し、混合器４が締結された二重カートリ
ッジ１を示す。
【００１２】
　図２には、２つの出口７および８を備えるカートリッジの締結領域６が図示され、この
場合、コーディングの目的で出口７が出口８より大きい直径を有し、２つの容器２および
３はそれぞれ等しいまたは異なる直径および容積を有することができる。別の方法として
は、出口は等しい直径を有してもよい。混合器４では、混合管１８および視覚的コーディ
ング部材３０を含む締結部分、並びに混合要素２９を含む混合器の内側部分５、および入
口部分２９Ａの入口を有するハウジング２０が図示されている。
【００１３】
　図３には、カートリッジの締結領域６が拡大して図示されている。取付ソケット１０は
、図６に示した断面を有する２つの保持セグメント１１および１２、２つのリフトオフ斜
面１３と、保持セグメント１１とリフトオフ斜面１３の間の接合部にある回転式止め部１
４とを有する。少なくとも保持セグメントの各保持表面１１Ａ、１２Ａは、対応するリフ
トオフ斜面に平行である。すなわち、後者と同じ勾配を有する。図４を参照されたい。
【００１４】
　両方の保持セグメント、それぞれスナップセグメントおよびリフトオフ斜面は連続的に
するか、またはセグメント化されていてもよい。リフトオフ斜面、並びに保持セグメント
の保持表面およびスナップセグメントの係合表面の勾配角度は、約１°から３０°、好ま
しくは、３°～１０°の範囲内である。締結領域は、さらに、例えば、ここではＶ字形で
ある視覚的コーディング部材１５を備える。
【００１５】
　保持セグメントの内側には、内部コーディング手段が配置される。この例では、これら
の内部コーディング手段は容積比のコーディングおよび混合器タイプのコーディングで構
成される。それ故、保持セグメント１１の内部は２つのコーディングウェブ１６によって
制限される。その間には、コーディングウェブの任意の組合せを配置することができる。
図９を参照されたい。コーディングウェブは、保持セグメント１２付近の内側にも配置さ
れる。例えば、コーディングウェブ１７である。すでに説明したように、カートリッジ出
口および混合器入口それぞれの異なる直径もコーディング手段を構成することができる。
【００１６】
　図３には、混合器４の締結領域９が拡大して図示され、ここでは混合管１８が見える。
混合器結合部分１９の外側には、取り付ける前にカートリッジ上の視覚的コーディング部
材１５と位置合わせすることができる隆起の形の視覚的コーディング部材３０が設けられ
る。混合器結合部分１９は、その前側にカートリッジのリフトオフ斜面１３に対応する２
つのリフトオフ斜面２１を有する。結合部分の内側には２つのスナップセグメント２２お
よび２３が設けられ、その係合表面２２Ａ、２３Ａは、カートリッジの保持セグメント１
１および１２の保持表面１１Ａおよび１２Ａの背後で係合する。図５も参照されたい。
【００１７】



(6) JP 2010-521384 A 2010.6.24

10

20

30

40

50

　スナップセグメントの少なくとも係合表面２２Ａ、２３Ａは、対応するリフトオフ斜面
と平行でもあり（図４参照）、スナップセグメントおよびリフトオフ斜面は両方とも連続
的にするか、またはセグメント化されていてもよい。
【００１８】
　混合器結合部分１９および混合管１８は、混合要素と、入口と、内部コーディングセグ
メントとを含む混合器の内部５に対して回転自在に配置された混合器ハウジング２０を形
成する。特定の実施形態においては、混合器を捻って外した場合に、混合要素を入口部分
２９Ａから切り離せる可能性を提供することが有利な場合がある。
【００１９】
　混合器の入口領域内に、カートリッジのコーディングウェブ１７に対応する少なくとも
１つのコーディングスロット２５を有する内部コーディングセグメント２４が配置される
。コーディングセグメント２４の反対側には別のコーディングセグメント２６が配置され
、そのセグメントの長さは、カートリッジ上のコーディングウェブ１６間の距離に対応す
る。１８０°回転した場合に混合器が取付け可能になるのを防止するために、コーディン
グセグメント２４はコーディングウェブ１６間の距離より長い。混合器の２つの入口２７
および２８は直径も異なり、入口２７は入口２８より大きい直径を有し、これらの入口は
カートリッジの出口７および８に対応する。混合器内では、また、入口が代替的に等しい
直径を有することができる。
【００２０】
　図４および部分的に図５には、締結領域の外部が示されている。すなわち、混合器の結
合部分１９およびカートリッジのスナップセグメント２２、保持セグメント１１および１
２、リフトオフ斜面１３および止め部１４、並びに視覚的コーディング部材１５および３
０である。
【００２１】
　図５は、図４の面Ｖ－Ｖによる断面図であり、混合器入口の円筒形内壁３１を示し、混
合器の内部５は、軸方向には固定されるが、この壁に対して、従って混合器ハウジング２
０に対して回転自在なままであるようにスナップ嵌めされる。
【００２２】
　図６の断面図は、上述した要素、特に保持セグメント１１および１２の保持表面１１Ａ
および１２Ａの背後で係合する係合表面２２Ａ、２３Ａを有するスナップセグメント２２
および２３を示す。
【００２３】
　図７Ａには、閉鎖キャップ３２の単純な一体型の実施形態が斜視図で図示されている。
キャップハウジング３３は、視覚的コーディング部材３４を有し、その開放した前側には
、２つのリフトオフ斜面３５を有する。カートリッジの出口と同様に、２つの閉鎖プラグ
３６および３７は異なる直径を有し、柔軟なプラスチック材料で作成される。２つのスナ
ップセグメント３８および３９は、混合器のそれより短く、従って引き出すために必要な
捻り角度が小さくなる。
【００２４】
　混合器と同じ方法で、閉鎖キャップは目視により位置合わせし、スナップセグメントが
保持セグメントの背後で係合するまで、カートリッジに押しつける。それを外すには、小
さく捻って、スナップセグメントを係合解除するだけでよい。閉鎖プラグは柔軟であるの
で、キャップを捻って外すと、曲がってカートリッジの出口から引き出される。
【００２５】
　閉鎖キャップに、キャップハウジング内に回転自在に配置される閉鎖プラグを設けるこ
とも可能である。図７Ｂおよび図７Ｃは、２つのリフトオフ斜面５３、視覚的コーディン
グ部材３４、スナップセグメント３８および係合表面３８Ａおよび３９Ａを有する見えな
いスナップセグメント３９、並びにコーディングセグメント５４および５５を設けたキャ
ップハウジング５２を有する閉鎖キャップ５１を示し、コーディングセグメント５４はコ
ーディングスロット５６を有する。
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【００２６】
　図７Ｂの面ＶＩＩＣ－ＶＩＩＣによる断面図７Ｃは、２つの閉鎖プラグ５７および５８
を示し、これらはキャップハウジングの底部６０でスナップ嵌めされ、底部に対して回転
可能である基部５９上に配置される。
【００２７】
　部品に関する上記説明から、混合器の、または同様に閉鎖キャップの取付けおよび取外
しが、図８に概略的に示されているように明白になる。
【００２８】
　混合器を適正な方向で取り付けるために、混合器を最初に視覚的コーディング部材１５
および３０によって位置合わせする。この位置で、スナップセグメントが保持セグメント
上で摺動して、動作の最後に保持セグメントの保持表面の背後で係合する間に、混合器を
図４によりカートリッジに押しつけ、それによって図５の位置を獲得することができる。
２つの部品を接続する間に、コーディングウェブ１７がコーディングスロット２５と係合
し、それにより混合器の追加的誘導を確保する。以上から、１８０°回転した混合器を取
り付けようとすると、後者を押し込むことができない。
【００２９】
　引き出すためには、混合器を反時計回りの方向に捻り、それにより、スナップセグメン
トが摺動して保持セグメントから出て、混合器を引き出すことができる。捻る間に、リフ
トオフ斜面が重なって摺動して、混合器をカートリッジから縦軸方向に持ち上げ、従って
混合器入口がカートリッジ出口から引き出される。
【００３０】
　後退動作の説明から、混合器ハウジング２０が混合器結合部分と一緒に混合器入口およ
びコーディングセグメントに対して捻り可能でなければならない理由をはっきりと理解す
ることができるだろう。この例示的実施形態においては、混合器ハウジング全体、すなわ
ちスナップセグメントおよび混合管を有する混合器結合部分が、コーディングセグメント
、入口および混合要素を含む内部５に対して捻り可能である。
【００３１】
　混合器ハウジングが、コーディングセグメントのみを有する混合器入口部分２９Ａに対
して捻り可能であり、混合要素が混合管の内側に固定され、後者が捻り動作により混合器
入口部分から切り離されるようにすることも可能である。
【００３２】
　図９は、実現可能な内部コーディングの変形を示す。２つの容器２および３および出口
７および８を有する二重カートリッジ４０は、２つの対向するコーディングセグメント４
１および４２を有し、その締結領域４０Ａの内側にはコーディングウェブを有する。コー
ディングセグメント４１は２つの端部コーディングウェブ４３、並びに中間コーディング
ウェブ４４を有し、コーディングセグメント４２はその中心領域に配置された２つのコー
ディングウェブ４５を有する。
【００３３】
　その締結領域４６Ａの内部において、混合器４６は、対応するコーディングセグメント
４７および４８を有し、コーディングセグメント４７は２つのコーディングスロット４９
を、コーディングセグメント４８は１つのコーディングスロット５０を有する。この構成
により、多数のコーディングの可能性が得られる。
【００３４】
　図１０は、図９の混合器の取付けの変形を示す。混合器６１は、連続的ではないリフト
オフ斜面６３および６４を有するハウジング６２を有する。それ故、リフトオフ斜面６３
はギャップ６３Ｇまたは代替的に複数のギャップを有する。一方側に１つのスナップセグ
メントがあるのではなく、対応する係合表面６５Ａ～６８Ａを有する２つのスナップセグ
メント６５および６６並びに６７および６８を設けることができる。内部コーディングセ
グメントおよびコーディングウェブ、並びに入口は、図９に従って設計されている。
【００３５】
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　図１０の混合器の変形版として、図１１のハウジング７０を有する混合器６９は、対応
する係合表面７１Ａ～７６Ａを有する３つのスナップセグメント７１、７２、７３および
７４、７５、７６の各セットを有する。残りの要素は、図９による混合器と同じである。
これに基づき、斜面およびスナップセグメントの設計に多くの変形が可能である。
【００３６】
　アクセサリがアダプタの形態である場合、その一方端には、カートリッジ締結領域６ま
たは４０Ａを設け、他方端には、アクセサリ締結領域９または４６Ａを設ける。
【００３７】
　図１２および図１３は、他の例示的実施形態を示し、ここで保持手段は以前に開示した
実施形態に対して逆転して簡略化され、リフトオフ手段も簡略化されている。図１２は図
３に類似して、図１３は図６に類似し、それ故、違いは図のこれら２つの対を比較するこ
とによって容易に説明される。
【００３８】
　図１２は、２つの容器８２、８３を備えるカートリッジ８０の締結領域８１を拡大して
示す。取付ソケット８４は、図１３に示す断面を有する２つの保持セグメント８５および
８６、および２つのリフトオフ斜面８７を有する。これらのリフトオフ斜面は、以前に図
示したものより短いが、急であり、約２０°から３５°、好ましくは、約２５°から３３
°の勾配を有する。締結領域は、さらに、例えばここでは、Ｖ字形である視覚的コーディ
ング部材８８を備える。
【００３９】
　この実施形態においては、内部コーディング手段は保持セグメントの異なる長さで構成
され、それにより保持セグメント８５は保持セグメント８６より短い。他のコーディング
手段は、出口８９および９０の異なる直径である。
【００４０】
　図３の実施形態とは異なり、保持表面８５Ａおよび８６Ａは、図１３から分かるように
、保持セグメントの内側に位置する。アクセサリのスナップ嵌めを容易にするために、保
持セグメントの上部内面８５Ｂおよび８６Ｂは傾斜している。
【００４１】
　混合器９１は、締結領域９２と、混合管９３と、混合器結合部分９４とを備え、混合器
結合部分９４には、外側に、取り付ける前にカートリッジ上の視覚的コーディング部材８
８と位置合わせすることができる隆起の形の視覚的コーディング部材９５が設けられてい
る。混合器ハウジング９６内には、前面と面一に２つのリフトオフリブ９７が設けられ、
これはカートリッジのリフトオフ斜面８７と協働する。
【００４２】
　図３の実施形態とは異なり、２つのスナップセグメント９８および９９は結合部分９４
の外側に配置され、その係合表面９８Ａおよび９９Ａは、カートリッジの保持セグメント
８５および８６の保持表面８５Ａおよび８６Ａの背後で係合する。図１３を参照されたい
。
【００４３】
　保持およびスナップセグメントおよびリフトオフリブが比較的短いので、これらの部品
は、カートリッジおよびアクセサリの前面に基本的に平行に配置することができる。何故
なら、カートリッジからアクセサリを係合解除するには、最初に保持およびスナップセグ
メントを係合解除すると、次にリフトオフリブがアクセサリを持ち上げるために、カート
リッジのリフトオフ斜面上で摺動し始める。
【００４４】
　混合器結合部分９４および混合管９３は、混合要素、入口、および内部コーディングセ
グメントを含む混合器の内部１００に対して回転自在に配置された混合器ハウジング９６
を形成する。特定の実施形態においては、混合器を捻って外すと、混合要素を入口部分か
ら切り離せる可能性を提供することが有利な場合がある。
【００４５】
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　２つのスナップセグメントは異なる長さを有し、これは保持セグメント８５、８６の異
なる長さに対応する。混合器の２つの入口１０１および１０２も異なる直径を有し、入口
１０１は入口１０２より大きい直径を有して、これらの入口はカートリッジの出口８９お
よび９０に対応する。混合器内においても、入口は、代替的に等しい直径を有することが
できる。アクセサリをカートリッジに締結する手順は、この実施形態の場合、以上で開示
したものと同じである。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】

【図７Ａ】

【図７Ｂ】
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【図７Ｃ】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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